
「鹿島小学校のツーロ（盆灯籠）伝承活動の取組」 

 

１ 学校名 

薩摩川内市立鹿島小学校 

 

２ 学年・人数 

３年生１人，４年生５人（計６人） 

 

３ 日時・場所 

⑴ 練習の日時・場所 

令和４年９月～10 月（全４回）  ふるさと・コミュニケーション科 

（本校３・４年教室） 

 

⑵ 発表の日時・場所 

① 令和４年 11 月 23 日（水）～ 里港フェリーターミナル 

② 令和５年 １月 16 日（月）～ 鹿島地域コミュニティセンター 

 

４ 伝承・活用に取り組んでいる郷土芸能，伝統行事について 

⑴ 名称 

ツーロ（盆灯籠）づくり 

 

⑵ 由来 

鹿島地域の初盆を迎えた家では，８月 13 日にツーロ一対と親戚や知人か

ら送られた盆提灯を仏前に供える。また 15 日夕方から墓前に，16 日には地

元の寺である徳船寺にツーロを持ち寄って飾り，共同で故人の冥福を祈り供

養する。これを万灯絵と称し，灯籠流しの一つの形と言われている。  

手作りの盆提灯を飾るのは県内でも珍しく，甑島では鹿島地域だけである。

平成 13 年 12 月 17 日付で市有形民俗文化財に指定された。ツーロは誰でも

容易に作れると思われていたが，過疎化や高齢化等の理由により制作できる

人が減少してきている。町民にとっては身近な文化財のため，県内でも珍し

く貴重な文化財という意識が薄く，認識を高める必要があるとともに，教材

化を図る意義は十分にあると考え，昨年度から中学年で実践を行っている。 

 

⑶ 構成等 

手作りの提灯で切り子の枠の四面に和紙を貼り，その外側に透かし切りの

家紋等を配し，蓮の造花を飾り付け，透かし切りした縦長の和紙を垂らした

もので，全て児童の手作りで制作を行った。 

 

５ 保存会や地域との連携の具体 

ふるさと・コミュニケーション科の中で制作活動等を位置付け，地元の制作

者の一人である南重一郎氏の指導をいただいた。地域の歴史や文化について知

るよい機会となった。 

 

 



６ 文化財伝承・活用の取組の工夫した点 

地元の作り手の方の協力をいただきながら，有形民俗文化財であるツーロ制

作を通して，地域に伝わる歴史や文化について理解を深めていった。また，地

域へ情報発信する機会として，公共施設にて展示することを目標とした。児童

は学習を通して，地域に伝わる有形民俗文化財について自分なりの考えをもつ

ことができた。 

 

７ 取組の様子（練習状況，発表の場等） 

 

 

 

作成の様子①  作成の様子② 

 

 

 

作成の様子③  里港ターミナルでの展示発表 

 

８ 参加児童生徒・保護者・保存会・教員等の感想・意見  

【４年生】 

わたしは，初めてツーロ作りを体験しました。切り絵もしたことがなくて，

あまり上手に切ることができませんでしたが，とても楽しかったです。完成し

たときは，とてもうれしくて，がんばってよかったなあと思いました。完成し

たツーロを見る度に，その時の気持ちがこみ上げてきます。  

【教職員】 

今年度で，本校でのツーロ作りは３年目となった。昨年度，経験した児童が，

初めて経験する児童に教えながら，役割分担をして，完成させることができた。

細やかな作業は，高い集中力が必要で，児童にとって良い経験となり，集団で

一つの作品を完成させる連帯感も育まれた。また，学習発表会での展示を通し

て，地域への情報発信もできた。ツーロ作りの学習を通して，地域の伝統に触

れ，それを守る人の思いを知る大変良い機会となった。  


